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1. 1. 1. 1. はじめにはじめにはじめにはじめに    
近年のWWW の発達により，人々がアクセス可能な情報
が急増している．この状況に伴い，情報検索の重要性も高ま
ってきているといえる．従来までの検索技術の多くは，ユー
ザが得ようとする情報の絶対的条件を指定することによっ
て検索するものが多い．Web 情報に対する検索エンジンで
のキーワード検索，データベースに対する属性条件による検
索，画像データベース等に対するコンテンツベース検索など
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がこれに当てはまる．これらの方法は，データを検索しよう
とする領域に対して，ユーザが数値やキーワード等の絶対的
条件を指定することにより，この条件に合致したデータを検
索する． 
一方，人と人とのコミュニケーションにおいては，絶対的
な問合せのみならず，相対的な問合せも行われている．例え
ば，「今見た黄色い花の写真の中では，この写真が最も気に
入ったのですが，ここにある赤い花の写真の中で，私の好み
に最も合致するのはどの写真でしょうか．」というように問
合せることがこれに当てはまる．このような例示を用いた相
対的な質問により，自分の要求を表現することは，人がしば
しば振舞う行動の１つである．  
相対的な質問による情報検索の利点を以下に示す． 
・ 検索対象の絶対的条件を把握していなくても，相対的
要求を提示することにより問合せが可能 

・ 例示による情報検索であるため，比較的容易に検索質
問を提示することが可能 

・ 他人の判断による相対的条件の再利用が可能 
以上のとおり，本研究では相対的質問による情報検索[1]
の概念を提案し，この検索手法の実装に向けた検討を行う． 
 
2.2.2.2.    基本概念基本概念基本概念基本概念    
本論文で提案する相対的な情報検索とは，相対的質問に対
して，何らかの質問処理を行うことを示す．以下に相対的質
問および，その質問処理の基本概念について述べる． 
2222.1 .1 .1 .1 相対的質問相対的質問相対的質問相対的質問 
本研究では，相対的質問を以下のように定義する． 

“あるサンプルデータ集合の中からユーザが最も良いと思
われるデータを選択した時の，サンプルデータ集合に対する
選択されたデータの相対関係”を相対的質問とする． 
つまり，比較検討されながら，ユーザに選択されなかった
データと，選択されたデータとの差異に，データ検索におけ
るユーザの要求が含まれていると考え，これをそのまま質問
とするものである．そもそもユーザが比較検討できるデータ
量には限りがあり，ユーザが選択するデータは，サンプルデ
ータ集合の中ではユーザの要求に最も近かったというもの
でしかない．したがって，ユーザが選択するデータそのもの
をユーザの要求と考えるのではなく，どんなサンプル集合の
中で，データが選択されたのか，ということに注目し，これ
をそのまま質問とする．  
ここで従来の質問について考えてみると，画像データベー
スに対するコンテンツベース検索では，ある画像データを質
問とすることでデータベースへの問合せとし，そのデータと
の類似度の高いデータ群をユーザに提示する．ただし，この
時のジレンマとして，始めに選択したデータがユーザの要求
に完全に合致しているのであれば，これ以上データを検索す
る必要はなく，選択したデータが完全にはユーザの要求に合
致していないのであれば，わざわざ合致しないデータに類似
するものを質問とすることになる． 
次に，ユーザからのフィードバックにより次回の質問を修
正する適合フィードバックについて考える．適合フィードバ
ックでは，ユーザはチェックしたサンプルデータの中から，
気に入ったデータを選択し，システムは選択されたデータの
特徴に基づいて次回の質問修正を行う．この時の質問修正は，
ユーザが選択されたデータを気に入っているという前提で
行われているが，もしこのデータがユーザの要求を完全に満
たしているのであれば，これ以上データ検索を繰り返す必要
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はない．この時のデータ選択は，ユーザがチェックした中で
は，ユーザの要求に最も近かったということであり，むしろ
サンプルデータに対する選択されたデータの相対関係にこ
そ意味がある． 
この相対的質問の適用範囲としては，Web情報検索や画像

検索，属性条件を持ったデータベースへの問合せも可能であ
る．著者らがこれまでに行ってきたコンテクストブックマー
ク[2][3][4]による問合せも，相対的質問をWeb情報検索への
問合せに利用したものである．このコンテクストブックマー
クは，ブックマークしたWebページだけに注目するのではな
く，どのような状況（コンテクスト）でブックマークをした
のかということをブックマークのメタデータとして残すも
のである．  
2222....2222    質問処理質問処理質問処理質問処理 

2.1にて述べたように，相対的質問を決定するために，ユ
ーザが提示すべき情報は，サンプルデータ集合Sと，そのサ
ンプル集合の中から選択したデータx のみである．本研究で
は，相対的質問に対する質問処理を，扱う各データから特徴
ベクトルを抽出して行う．図１に特徴ベクトル空間上での相
対的質問のイメージを示す．ただし，CCCC は，サンプルデータ
の平均特徴ベクトル，BBBB はブックマークしたページの特徴ベ
クトルを意味する． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図図図図1  1  1  1  相対的質問のイメージ相対的質問のイメージ相対的質問のイメージ相対的質問のイメージ 
Fig.1  Relative QueryFig.1  Relative QueryFig.1  Relative QueryFig.1  Relative Query    

 
選択サンプルの特徴ベクトルBBBB からサンプルデータ集合
の平均特徴ベクトルCCCC を差し引いたもの，すなわちBBBB－－－－CCCC を
相対的質問ベクトルDDDD として保存する． 
さて，この相対的質問に対する質問処理方式として，著者
らのこれまでの研究において差異増幅処理[5]について提案
している．本研究では，新たに相対的処理を提案する． 
以下にそれぞれの処理方法について説明する． 

1）差異増幅処理 
この処理では，選択されたデータx は，ユーザの要求を完

全に満たすものではないという立場から，あえて選択された
データx とデータ集合Sの平均特徴ベクトルCCCC との差異ベク
トルである相対的質問ベクトルDDDD を増幅することにより，ユ
ーザの検索意図を推定して質問処理を行うものである．前述
のコンテクストブックマークによるWeb情報検索では，この
処理方法にて行う．（図2参照） 

 
2）相対的処理 
相対的処理とは，ユーザのデータ選択による決定される相
対的質問を任意のターゲットデータ集合へ問合せを可能に
する質問処理である．すなわち，1章で述べた“黄色い花の
画像集合の中から，気に入った画像を選択し，この選択意図
に基づいて，赤い花の画像集合の中から気に入った画像を検 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図図図図2  2  2  2  差異増幅処理のイメージ差異増幅処理のイメージ差異増幅処理のイメージ差異増幅処理のイメージ 
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索する”という問合せを実現することができる． 
この処理では，この相対的質問によって情報検索しようと
するターゲットデータ集合の平均特徴ベクトルTTTT に，相対的
質問ベクトルDDDD を加えることによって，問合せベクトルQQQQ 
を得る（図3参照）．したがって，相対的検索質問における問
合せベクトルQQQQ の算出式の基本形は Q = T + D Q = T + D Q = T + D Q = T + D と表現でき
る．つまり，相対的検索質問における問合せベクトルの算出
では，サンプルデータにおけるユーザの相対的評価からのみ，
問合せベクトルが生成されるのではなく，ターゲットデータ
が与えられてはじめて，問合せベクトルを算出することがで
きる． 
ここで，相対的問合せ質問Qr は，相対的質問に加え，タ

ーゲット集合を指定することで生成することができる．すな
わち，選択されたサンプルx，このx の周辺データであるサ
ンプルデータ集合S，相対的問合せを適用するターゲットデ
ータ集合T，の3つのパラメータから成る．ただし，サンプル
x はサンプルデータ集合S の要素である．Qr = (x, S, T) 
あるデータベースDB に対して，この相対的質問Qr によ

り問合せた際の答えQr(DB) は，x とS の間の相対的な関連
を示す評価関数を，relative(x, S) とすると，以下のようにな
る． 

( )DBQAns r=  
    ( ) ( ){ }TyrelativeSxrelativeTyy ,,,| ≈∈=  
ここで，

( ) ( )TyrelativeSxrelative ≈
 の解釈について説明

する（図4参照）． 
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図図図図4  4  4  4  相対的処理の解釈相対的処理の解釈相対的処理の解釈相対的処理の解釈 

Fig.4  Interpretation of Relative QueryingFig.4  Interpretation of Relative QueryingFig.4  Interpretation of Relative QueryingFig.4  Interpretation of Relative Querying    
 
サンプル集合Sの各データを，ターゲット集合Tの各データ
に写像する関数ｆが存在するものとし，データx の写像がx’ ，
サンプル集合S の各データを写像したデータ集合をS’ とす
る．この時，集合S の全てのx において ( )Sxrelative ,  と

( )',' Sxrelative  の評価関数の差異が最小となる写像関数ｆを
求めることができれば，相対的問合せに対する出力データy 
は，y = f(x) とすることができる． 
しかしながら，上記の条件を示す写像関数ｆを求めること
は容易でない．したがって，本研究では集合Tのデータのう
ち，集合Sにおけるデータx への相対的特徴ベクトルとの類
似度が最も高い特徴ベクトルを持つ，集合T内のデータy を
この問合せの解とする（図5参照）． 
 
 
 
 
 
 
 
 

図図図図5  5  5  5  相対的質問の近似処理相対的質問の近似処理相対的質問の近似処理相対的質問の近似処理 
Fig.5  Approximation of Relative QueryFig.5  Approximation of Relative QueryFig.5  Approximation of Relative QueryFig.5  Approximation of Relative Query    

 
3.3.3.3.    相対的質問に対する相対的処理手順相対的質問に対する相対的処理手順相対的質問に対する相対的処理手順相対的質問に対する相対的処理手順 
前章にて相対的情報検索の基本概念について述べた．ここ
では本研究で新たに提案する相対的質問の相対処理の具体
的な方法について述べる．以下に処理手順を示す． 
（ 1 ） ユーザによる相対的問合せ質問QrQrQrQr の提示 
（ 2 ） QrQrQrQr に基づいた相対的質問ベクトルDDDD の抽出 
（ 3 ） 相対的問合せベクトルQQQQ の算出 
（ 4 ） ターゲットデータ集合T 内のデータの検索 
3333.1 .1 .1 .1 相対的質問相対的質問相対的質問相対的質問 QrQrQrQr の提示の提示の提示の提示 
ユーザにより提示される相対的問合せ質問QrQrQrQr は，前章で

述べたとおり，選択されたサンプルx，そのx の周辺データ
であるサンプルデータ集合S，相対的問合せを適用するター
ゲットデータ集合T，の３つのパラメータから成る． 

Qr = (x, S, T) 
3333.2.2.2.2    相対的質問相対的質問相対的質問相対的質問QrQrQrQrに基づいた相対的質問ベクトルに基づいた相対的質問ベクトルに基づいた相対的質問ベクトルに基づいた相対的質問ベクトルDDDD
の抽出の抽出の抽出の抽出 
相対的質問ベクトルは，サンプル集合の中における，ユー
ザが選択したデータの相対的関係を示すものであり，この相
対的質問ベクトルからユーザの選択意図が推定できると考
える． ここで，サンプルデータ集合S の中でユーザに選択
されたデータをx を選択した場合を考える（図6参照）．また，
データx の特徴ベクトルをBBBB とする． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図図図図6  6  6  6  相対的質問ベクトルの算出相対的質問ベクトルの算出相対的質問ベクトルの算出相対的質問ベクトルの算出 
Fig.6  Calculating Relative VectorFig.6  Calculating Relative VectorFig.6  Calculating Relative VectorFig.6  Calculating Relative Vector    

 
この時，ユーザはx 自体に興味があった訳ではなく，集合

S内の他のサンプルとの違いに注目してxを選択したものと
考えられる．したがって，相対的質問の相対処理においては，
集合S のサンプルの平均特徴ベクトルCCCC を算出し，BBBB とCCCC
の差をとることで，相対的質問ベクトルDDDD を算出する．この
相対的質問ベクトルDDDD    が集合S 内のサンプルに対するユー
ザの相対的要求であり，x に対する相対的評価であると考え
ることができる． 
3.33.33.33.3 相対的問合せベクトル相対的問合せベクトル相対的問合せベクトル相対的問合せベクトルＱＱＱＱ    の算出の算出の算出の算出 
相対的問合せベクトルQQQQ の算出方法について述べる（図7
参照）．相対的問合せベクトルQQQQ は，相対的質問ベクトルDDDD 
とターゲットデータ集合の平均特徴ベクトルT T T T の和からな
る．つまり，サンプルデータ集合のデータにおけるユーザの
検索意図を，ターゲットデータ集合に重ね合わせることによ
り，サンプルデータ集合S からx を選択した際のユーザの検
索意図をターゲットデータからのデータ検索に利用しよう
とするものである． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図図図図7  7  7  7  相対的質問ベクトルの算出相対的質問ベクトルの算出相対的質問ベクトルの算出相対的質問ベクトルの算出 
Fig.7  Calculating Relative VectorFig.7  Calculating Relative VectorFig.7  Calculating Relative VectorFig.7  Calculating Relative Vector    

 
ただし，ベクトル要素のばらつきが，集合Sと集合Tの間で
異なる場合は，ベクトル要素毎の標準偏差を基に相対的質問
ベクトルの値を補正することを考える（図8左参照）．ベクト
ルDDDD，TTTT，QQQQのi番目の要素を，di，ti，qi とし，集合SとTのi
番目のベクトル次元の標準偏差をσsi，σti とすると，qi は
図８に示す算出式に基づいて補正される． 
3.43.43.43.4 ターゲットデータ集合ターゲットデータ集合ターゲットデータ集合ターゲットデータ集合T T T T 内のデータの検索内のデータの検索内のデータの検索内のデータの検索 
相対的質問ベクトルDDDD とターゲットデータ集合の平均特

徴ベクトルT T T T から得られる相対的問合せベクトルQQQQ により，
ターゲットデータ集合T 内のデータの検索を行う．検索方法
としては単純に，問合せベクトルQQQQ とターゲットデータ集合
内の各データとの類似度計算を行い，最も類似度が高いもの
をアンサーデータとしてユーザへ提示する． 
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図図図図8  8  8  8  問合せベクトルの各要素のばらつきの補正問合せベクトルの各要素のばらつきの補正問合せベクトルの各要素のばらつきの補正問合せベクトルの各要素のばらつきの補正 
Fig.8  Modifying an Element of Query VectorFig.8  Modifying an Element of Query VectorFig.8  Modifying an Element of Query VectorFig.8  Modifying an Element of Query Vector    

 
4. 4. 4. 4. 相対的検索質問の簡易実験相対的検索質問の簡易実験相対的検索質問の簡易実験相対的検索質問の簡易実験    
本章では，画像データを用いて行った，相対的検索質問の
簡易実験とその結果について述べる． 
サンプルデータ集合Sとして“黄色い花”の画像データ集
合，ターゲットデータ集合として“赤い花”の画像データ集
合を用いた．図9に示すように，黄色い花集合の中から中ぶ
りの花が中央に写っている写真を選択し，この黄色い花集合
の中での選択したデータの相対的評価を基に，同じような赤
い花を，ターゲット集合である赤い花集合から検索した． 
 

 
 

    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

図図図図9  9  9  9  相対的検索質問の実験結果相対的検索質問の実験結果相対的検索質問の実験結果相対的検索質問の実験結果 
Fig.9  Result of a Relative Query TestFig.9  Result of a Relative Query TestFig.9  Result of a Relative Query TestFig.9  Result of a Relative Query Test    

    
出力データのうち，上段が相対的問合せによる結果であり，
下段が絶対的問合せによる結果である．左側から検索結果上
位のものを並べた．この絶対的問合せは，選択したデータと
の類似度を計算し，赤い花データのうち類似度の高いデータ
を解とした．相対的問合せによる結果では，中ぶりの赤い花
が中央に位置している画像データが出力されているが，絶対
的問合せの結果では，選択したデータに対して適切とはいい
難い結果が出力されている．当然のことながら，今後十分な
評価および検討を行う必要があるが，相対的検索質問の有効
性を示すことができたと考えている．    
    
5. 5. 5. 5. おわりにおわりにおわりにおわりに    
本論文のまとめを以下に示す． 
・ 相対的質問を基にした情報検索方法の必要性を示すと
ともに，その基本概念について検討した． 

・ 相対的質問に対する質問処理方式として，相対的処理を
提案した．また，この処理方式に基づいた簡易実験を行
い，この方式の有効性について議論した． 

今後は，本格的な実装に向けた課題を整理し，システムの
実装および検証を行うつもりである． 
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